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【府道132号線天童橋～城西橋間歩道改良問題について】

      茨木土木事務所への要請大会　（女瀬川守る会・地元自治会　1月16日　於：如是公民館）

この間の歩道が狭くガタガタで障害者や高齢者介護用車椅子の通行にも不便を来たしています。特にこの間の自転車走行者は命がけで大型バスを交わしている現状です。道路拡幅が不可能なので、皆の叡智を集めより安全な道路に改良して行くのが賢明なのではないかと存じます。

　「条件として歩行者、自転車、車椅子、自動車の４者が安全通行できるように！」

◎　改良案

1． 関電・NTTの電柱を側溝まで下げ歩道の実質を確保する（移設費用は国から補助がでる）

2． 警察の規制標識も歩道上にあり狭い歩道を一層狭くしているので移設できないか

3． 歩道を現状のまま残し、高い個所を低い個所に合わせて下げる（摂津金庫前歩道の高さに

統一）歩道をカラー舗装する。歩道の縁石も残すが段差ゼロにし、車道を走る自転車が背後からの大型バスを避ける時歩道に退避し易くする。歩道の縁石が自転車のペダルに接触する

4． 摂津水都横の水路の歩道を水路側に拡幅し（150センチ確保）自転車2台が通行出来る様にする。またガードが長すぎるので長さを半分にする。（自転車がここでガードレールと車に挟まれ特に危険！）この個所の鉄板は雨天時には滑り易いので撤去し歩道仕様にする。

5． 歩道と家の間の側溝ふたの鉄板は、ずれるので危険であり、固定の仕様にする

追加イ．津の江バス停を西へ４０メートル移動し、渋滞を防ぐため切り込みにする

　　ロ．信基金属まえの歩道幅が片方が広く他は極端に狭いので全体のバランスを取り直すため　中央線を約50センチ移動して、北側歩道を50センチ広げる。

ハ．津の江バス停横の水路のふたをして歩道を確保する（守る会要請で１月１５日着工）

ニ．歩道際の側溝部分に建造物を立てて、狭い歩道を一層狭くしている場所もあり、府道との境界線を明示して欲しい。


★　女瀬川地区環境と安全を守る会（NPV団体）　　

　設立　　　１９９８年　　　　　

　事務局　　　　代用幹事　

　

　活動　　女瀬川の環境保持　津の江公園整備及び花壇育成（高槻市緑政課認可済）

　　　　　行政（高槻市・大阪府・国土交通省）企業との交渉、

　実績 1．天童橋際で河川敷きを占有していた工務店を撤去させ公園化にするよう大阪府

と交渉し実現させた（着工間近）

　　 　2．女瀬川1号橋右岸の護岸補強工事要請（着工中）

　　   3．女瀬川１号橋付近、内側のり面の樹木撤去（2002年8月）

　　　 4. 女瀬川左岸雑草対策で路肩をコンクリートで固める（一部着工済）残り天童橋から

1号橋までは3月末までに工事予定（市道路課）

　　　 5. 女瀬川ガードレールに「川にゴミ投げるな」の表示記入・津の江公園の看板取り付け

 6.　津の江運動公園で雑草刈り取り花壇育成中、自転車、単車等引き上げ30台以上。

　　　７．府道１３２号線改良問題住民大会　

　　　　　　　　HPアドレス　　　http://www.geocities.jp/asshor15/
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